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大学の世界展開力強化事業 

 中間評価調書（案） 
 

大 学 名  
（○が代表大学） 

 整 理 番 号   

構 想 名   

学 長 名   

構想責任者  

（氏 名）  （職 名）  

（交替年月日）  

申請後の変更の 
有無について 

他国のAIMSリスト掲載大学の変更に伴う海外連携大学の変更について □ 有 ・□ 無 

海外相手大学追加調書 □ 有 ・□ 無 

取組学部等名 

①    

②    

③    

④    

⑤    

⑥    

⑦    

⑧    

⑨    

⑩    

「受入」プログラムの対象学問分野等 

 大学名 学部等名 学問分野 備考 

①      

②      

③      

④      

⑤      

⑥      

⑦      

⑧      

⑨      

⑩      

miho-iida
テキストボックス
資料５－４

miho-iida
テキストボックス
【注意事項】
プログラム委員会委員に配付している資料には、議事の都合上、中間評価対象大学の申請時の構想等を参考に記載していますが、傍聴者に配付している資料には記載しておりません。
予めご了承ください。
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※中間評価調書の内容等について連絡のとれる事務担当者を記入してください（複数名の担当者がいる場合でも代表者１名を記入
してください）。 
また、連絡先E-mailについては、複数人で確認が可能なメールアドレスを記入してください。 

「派遣」相手先 

 国名 大学名 学問分野 備考 

①      

②      

③      

④      

⑤      

⑥      

⑦      

⑧      

⑨      

⑩      

追①     

追②     

参考資料一覧 

 資料 名 備 考 

1   

2   

事務担当者 （氏 名） （職 名） 

連 絡 先 

（住 所） 〒 

（電話番号） （E-mail） 
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構想の目的・概要及び全般的事項 

① 構想の目的・概要等（構想調書からの転載）【１ページ以内】 

【構想の目的及び概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【養成する人材像】 

 

【本構想で計画している交流学生数】 

 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 

受入 派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入 派遣 

合計人数※ 名 名 名 名 名 名 名 名 名 名 

【参考】申請時の 

構想調書記載人数 
名 名 名 名 名 名 名 名 名 名 

 

※中間評価時点において、AIMSリスト掲載大学の変更に伴う計画の変更や海外連携大学の追加により、計画した交流学生数

に変更が生じている場合は、その変更分を含む。 
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② 構想の概念図（構想調書からの転載）【１ページ以内】 
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③ 国内大学の連携図（国内連携大学がある場合のみ）（構想調書からの転載）【１ページ以内】 
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【公表】 

進捗状況の概要 【１ページ以内】 

 

【本構想における中間評価までの交流学生数の実績】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成25年度 平成26年度 

受 入 派 遣 受 入 派 遣 

計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画 実績 

名 名 名 名 名 名 名 名 
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中間評価までのアクティビティ 【１ページ以内】 

 

平成 年 月 

 

平成 年 月 
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１．全般的事項 【４ページ以内】  

申請時の構想 構想の実施状況 

（１）受入 

【実績・準備状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【計画内容】 

 

【平成26年度末までの取組状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 
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（２）派遣 

【実績・準備状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【計画内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成26年度末までの取組状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 
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２．質保証を伴った付加価値の高い魅力的な教育プログラムの提供 【①～③合わせて４ページ以内】 

申請時の構想 構想の実施状況 

① 交流プログラムの質の保証について 

（１）受入 

【実績・準備状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【計画内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成26年度末までの取組状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 
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（２）派遣 

【実績・準備状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【計画内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成26年度末までの取組状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 
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② 相手大学（相手国）のニーズを踏まえた大学間交流の展開 

【実績・準備状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【計画内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成26年度末までの取組状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 
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③ 付加価値の高い魅力的な教育プログラムの提供 

【実績・準備状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【計画内容】 

 

 

【平成26年度末までの取組状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 16 - 

３．外国人学生の受入及び日本人学生の派遣のための環境整備 【①～③合わせて３ページ以内】 

申請時の構想 構想の実施状況 

① 外国人学生の受入のための環境整備 

【実績・準備状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【計画内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成26年度末までの取組状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 
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② 日本人学生の派遣のための環境整備 

【実績・準備状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【計画内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成26年度末までの取組状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 
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③ 関係大学間の連絡体制の整備 

【実績・準備状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【計画内容】 

 

【平成26年度末までの取組状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 
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４．構想の実施に伴う大学の国際化と情報の公開、成果の普及 【①～③合わせて３ページ以内】 

申請時の構想 構想の実施状況 

① 構想の実施、達成・進捗状況の評価体制 

【実績・準備状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【計画内容】 

 

 

【平成26年度末までの取組状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 
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② 事務体制の強化  

【実績・準備状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【計画内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成26年度末までの取組状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 
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③ 国内外への情報提供の方法・体制  

【実績・準備状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【計画内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成26年度末までの取組状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 
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５．留意事項への対応 【１ページ以内】 

審査結果表〔留意事項（改善を要する点、留意すべき点）〕※経費面を含む 留意事項への対応状況 

 【平成26年度末までの取組状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 
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６．達成目標 【①－１、①－２はそれぞれ２ページ以内、②は３ページ以内、③－１は２ページ以内、③－２は国内連携大学数に応じたページ数、④は４ページ以内】 

申請時の構想 構想の実施状況 

①－１ 養成しようとするグローバル人材像について 

（ⅰ）構想全体の達成目標（事業開始～平成２９年度まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ⅱ）中間評価までの達成目標（事業開始～平成２６年度まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ⅱ）中間評価までの達成目標（事業開始～平成２６年度まで） 

【平成26年度末における目標の達成状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 
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①－２ 日本人・外国人学生に修得させる具体的能力（語学力や専門的知識）について 

（ⅰ）構想全体の達成目標（事業開始～平成２９年度まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ⅱ）中間評価までの達成目標（事業開始～平成２６年度まで） 

 

（ⅱ）中間評価までの達成目標（事業開始～平成２６年度まで） 

【平成26年度末における目標の達成状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 26 - 
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②－１ 本構想における外国人学生の受入数の目標と実績 

現状（平成25年5月1日現在／本構想の取組単位（学部等）の人数）           人  

（ⅰ）外国人学生数の達成目標 

構想全体の達成目標（事業開始～平成２９年度まで） 人（延べ数） 

中間評価までの達成目標（事業開始～平成２６年度まで） 人（延べ数） 

［上記の年度別内訳］ 

 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 

学士課程 人 人 人 人 人 

【参考】申請時の 
構想調書記載人数 

人 人 人 人 人 

 

（ⅱ）目標を設定した考え方及び達成までのプロセス（構想全体、中間評価までの双方について） 

 

【平成26年度末における目標の達成状況】 

構想全体の達成状況（事業開始～平成２９年度まで） 人（延べ数） 

中間評価までの達成状況（事業開始～平成２６年度まで） 人（延べ数） 

［上記の年度別内訳］ 

 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 

学士課程 人 人 人 人 人 

 うち、学生の支援経費を相手

国が全額支給している人数 人 人 人 人 人 

 うち、学生の支援経費を相手

国が一部支給している人数 人 人 人 人 人 

 
うち、学生の支援経費を相手

国が支給していない人数 人 人 人 人 人 

 その他 人 人 人 人 人 

［学生の支援経費に係るコメント］ 

 

［国別内訳］ 

 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 

マレーシア 人 人 人 人 人 

インドネシア 人 人 人 人 人 

タイ 人 人 人 人 人 

ベトナム 人 人 人 人 人 

フィリピン 人 人 人 人 人 

ブルネイ 人 人 人 人 人 
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【今後の展望】 
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②－２ 相手大学からの受入学生数等（平成２６年度実績） 
 

  

受入開始 

時期 

 

受入終了 

時期 

 

相手国 

 

相手大学 

 

学問分野 

 

相手国側の支援 

経費の支給状況 

日本側の支援（該当がある場合のみ記入） 

渡航費 滞在費 奨学金 コメント 

1           

2           

3           

4           

5           

6           

7           

8           

9           

10           

11           

12           

13           

14           

15           

16           

17           

18           

19           

20           

21           

22           

23           

24           

25           

26           

27           
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③－１ 本構想における日本人学生の派遣数の目標と実績 

現状（平成25年5月1日現在／本構想の取組単位（学部等）の人数） 人  

（ⅰ）日本人学生数の達成目標 

構想全体の達成目標（事業開始～平成２９年度まで） 人（延べ数） 

中間評価までの達成目標（事業開始～平成２６年度まで） 人（延べ数） 

［上記の年度別内訳］ 

 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 

学士課程 人 人 人 人 人 

 申請時の構想調書記載人数 人 人 人 人 人 

 

AIMSリスト掲載大学の変更 

に伴う減少人数 ▲  人 ▲  人 ▲  人 ▲  人 ▲  人 

減少人数に対応するための 

既存の連携大学との交流数拡大

による増加人数 
人 人 人 人 人 

減少人数に対応するため等の 

連携大学の追加による増加人数 

(海外相手大学追加調書分) 
人 人 人 人 人 

 

（ⅱ）目標を設定した考え方及び達成までのプロセス（構想全体、中間評価までの双方について） 

 

 

 

【平成26年度末における目標の達成状況】 

構想全体の達成状況（事業開始～平成２９年度まで） 人（延べ数） 

中間評価までの達成状況（事業開始～平成２６年度まで） 人（延べ数） 

［上記の年度別内訳］ 

 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 

学士課程 ※ 人 人 人 人 人 

 ア 人 人 人 人 人 

 イ 人 人 人 人 人 

 ウ 人 人 人 人 人 

※「国際化拠点整備事業費補助金及び政府開発援助国際化拠点整備事業費補助金における海外に留学する「日本人学生
数」の定義について（改定）」に沿って、以下のとおり設定した区分に基づく内訳。 

ア欄： 日本国籍を保有し、申請大学で学位取得を目的として正規課程に在籍する学生。 

イ欄： 
申請大学で学位取得を目的として正規課程に在籍する外国籍の学生 
（「家族滞在」「日本人の配偶者等」「永住者」「定住者」「特別永住者」等）。 

ウ欄： 
申請大学で学位取得を目的として正規課程に在籍する外国人留学生  
（プログラムの性質を鑑みた上で、その運用上支障がない場合に限る）。 

［国別内訳］ 

 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 

マレーシア 人 人 人 人 人 

インドネシア 人 人 人 人 人 

タイ 人 人 人 人 人 

ベトナム 人 人 人 人 人 

フィリピン 人 人 人 人 人 

ブルネイ 人 人 人 人 人 
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【今後の展望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



※学士課程の派遣学生数及び派遣期間を、下表に右のように示してください。

･･･ AIMSリスト掲載大学の変更に伴い対象外となった派遣先大学・学問分野

赤字 ･･･ 申請時の計画からの変更箇所

（ⅰ）代表大学

追②

追①

⑪

⑩

⑨

⑧

⑦

⑥

⑤

④

③

②

第
2
四
半
期

第
3
四
半
期

第
4
四
半
期

第
1
四
半
期

第
4
四
半
期

第
1
四
半
期

第
2
四
半
期

第
3
四
半
期

第
4
四
半
期

第
1
四
半
期

第
2
四
半
期

第
3
四
半
期

①

平成25年度 平成26年度 平成27年度

（国名）
学問
分野

備考

第
3
四
半
期

第
4
四
半
期

第
1
四
半
期

③－２　国内大学からの派遣学生数等

目　　標 実　　績

（大学名）
平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

第
2
四
半
期

派遣先大学名

第
2
四
半
期

第
3
四
半
期

第
4
四
半
期

第
3
四
半
期

第
4
四
半
期

第
1
四
半
期

第
4
四
半
期

第
1
四
半
期

第
2
四
半
期

第
3
四
半
期

1
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（ⅱ）国内連携大学

追②

追①

⑪

⑩

⑨

⑧

⑦

⑥

⑤

④

③

②

①

第
4
四
半
期

第
3
四
半
期

第
4
四
半
期

第
1
四
半
期

第
2
四
半
期

第
3
四
半
期

第
2
四
半
期

第
3
四
半
期

第
4
四
半
期

第
1
四
半
期

第
2
四
半
期

第
3
四
半
期

第
4
四
半
期

第
1
四
半
期

第
2
四
半
期

第
3
四
半
期

第
4
四
半
期

第
1
四
半
期

平成27年度

（国名）
学問
分野

備考

第
3
四
半
期

第
4
四
半
期

第
1
四
半
期

第
2
四
半
期

第
3
四
半
期

目　　標 実　　績

（大学名）
平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成25年度 平成26年度

第
4
四
半
期

第
1
四
半
期

第
2
四
半
期

派遣先大学名
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（ⅲ）国内連携大学

追②

追①

⑪

⑩

⑨

⑧

⑦

⑥

⑤

④

③

②

①

第
2
四
半
期

第
3
四
半
期

第
4
四
半
期

第
1
四
半
期

第
2
四
半
期

派遣先大学名

第
2
四
半
期

第
3
四
半
期

第
4
四
半
期

第
3
四
半
期

第
4
四
半
期

第
1
四
半
期

第
4
四
半
期

第
1
四
半
期

第
2
四
半
期

第
3
四
半
期

第
4
四
半
期

第
1
四
半
期

第
2
四
半
期

第
3
四
半
期

第
4
四
半
期

第
1
四
半
期

第
2
四
半
期

第
3
四
半
期

平成25年度 平成26年度 平成27年度

（国名）
学問
分野

備考

第
3
四
半
期

第
4
四
半
期

第
1
四
半
期

（大学名）
平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

目　　標 実　　績
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（１）英語による授業の科目数の達成目標 【平成26年度末における目標の達成状況】

（※）コースとは、卒業要件単位に算入できる一定の科目群を体系的にまとめたものをいう。 （※）コースとは、卒業要件単位に算入できる一定の科目群を体系的にまとめたものをいう。

（ⅰ）代表大学　【大学名：　　　大学】

現状の英語による
授業の科目数

（平成２５年５月１日現在）
科目

AIMSプログラムに
おける英語による
コース（※）数

AIMSプログラムに
おける英語による
コース（※）数

全授業科目数（A） 科目 科目 科目 科目 科目 全授業科目数（A） 科目 科目 科目 科目 科目

うち全体の英語による
授業の科目数（B）

科目 科目 科目 科目 科目
うち全体の英語による
授業の科目数（B）

科目 科目 科目 科目 科目

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

[単位] [単位] [単位] [単位] [単位] [単位] [単位] [単位] [単位] [単位]

割合（B/A） % % % % % 割合（B/A） % % % % %

割合（C/B） % % % % % 割合（C/B） % % % % %

現状の英語による
授業の科目数

（平成２５年５月１日現在）
科目

AIMSプログラムに
おける英語による
コース（※）数

AIMSプログラムに
おける英語による
コース（※）数

全授業科目数（A） 科目 科目 科目 科目 科目 全授業科目数（A） 科目 科目 科目 科目 科目

うち全体の英語による
授業の科目数（B）

科目 科目 科目 科目 科目
うち全体の英語による
授業の科目数（B）

科目 科目 科目 科目 科目

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

[単位] [単位] [単位] [単位] [単位] [単位] [単位] [単位] [単位] [単位]

割合（B/A） % % % % % 割合（B/A） % % % % %

割合（C/B） % % % % % 割合（C/B） % % % % %

うちAIMSプログラムに
おける授業科目数（C）

[単位数]

うちAIMSプログラムに
おける授業科目数（C）

[単位数]

うちAIMSプログラムに
おける授業科目数（C）

[単位数]

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

（ⅱ）国内連携大学　【大学名：　　　大学】　 （ⅱ）国内連携大学　【大学名：　　　大学】　

うちAIMSプログラムに
おける授業科目数（C）

[単位数]

平成29年度

④　本構想における英語コース及び科目数の目標と実績

（ⅰ）代表大学　【大学名：　　　大学】　

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度
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現状の英語による
授業の科目数

（平成２５年５月１日現在）
科目

AIMSプログラムに
おける英語による
コース（※）数

AIMSプログラムに
おける英語による
コース（※）数

全授業科目数（A） 科目 科目 科目 科目 科目 全授業科目数（A） 科目 科目 科目 科目 科目

うち全体の英語による
授業の科目数（B）

科目 科目 科目 科目 科目
うち全体の英語による
授業の科目数（B）

科目 科目 科目 科目 科目

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

[単位] [単位] [単位] [単位] [単位] [単位] [単位] [単位] [単位] [単位]

割合（B/A） % % % % % 割合（B/A） % % % % %

割合（C/B） % % % % % 割合（C/B） % % % % %

現状の英語による
授業の科目数

（平成２５年５月１日現在）
科目

AIMSプログラムに
おける英語による
コース（※）数

AIMSプログラムに
おける英語による
コース（※）数

全授業科目数（A） 科目 科目 科目 科目 科目 全授業科目数（A） 科目 科目 科目 科目 科目

うち全体の英語による
授業の科目数（B）

科目 科目 科目 科目 科目
うち全体の英語による
授業の科目数（B）

科目 科目 科目 科目 科目

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

[単位] [単位] [単位] [単位] [単位] [単位] [単位] [単位] [単位] [単位]

割合（B/A） % % % % % 割合（B/A） % % % % %

割合（C/B） % % % % % 割合（C/B） % % % % %

うちAIMSプログラムに
おける授業科目数（C）

[単位数]

うちAIMSプログラムに
おける授業科目数（C）

[単位数]

（ⅳ）構想全体の合計 （ⅳ）構想全体の合計

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

うちAIMSプログラムに
おける授業科目数（C）

[単位数]

うちAIMSプログラムに
おける授業科目数（C）

[単位数]

（ⅲ）国内連携大学　【大学名：　　　大学】　 （ⅲ）国内連携大学　【大学名：　　　大学】　

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度平成25年度平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度
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（２）目標を設定した考え方及び達成までのプロセス（構想全体、中間評価までの双方について） 【平成26年度末における目標の達成状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 
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（単位：千円）

補助金額
（ａ）

大学負担額
（ｂ）

支出実績
（ａ＋ｂ）

備考

0 0 0

0
0
0

0
0
0

0 0 0

0

0
0

0
0
0

0 0 0

0

0

0

0

0

0

0
0

0 0 0

0

0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

合計 0 0 0

７．支援期間における各経費の実績【年度ごとに1ページ】

平成２５年度

（大学名：　　　　　　　　                                   　　　　　　）

　・
　・
⑥その他（諸経費）
　・
　・
　・

④通信運搬費
　・
　・
　・
⑤光熱水料
　・

　・
　・
③会議費
　・
　・
　・

①外注費

　・ 

　・
　・
②印刷製本費
　・

　・

　・

　・

　・
　・
［その他］

　・
　・
［旅費］

　・

　・

　・

　・
②謝金
　・

　・
②消耗品費
　・
　・
　・
［人件費・謝金］

構想調書に記載した年度毎の各経費の明細及び平成２６年度までの実績報告書に基づき、平成２６年度までの実績を記載。【年度ごとに１ページ】

＜平成２５年度＞　　　経　費　区　分

［物品費］
①設備備品費
　・
　・

①人件費

　・

　・
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（前ページの続き） （単位：千円）

補助金額
（ａ）

大学負担額
（ｂ）

支出実績
（ａ＋ｂ）

備考

0 0 0

0
0
0

0
0
0

0 0 0

0
0
0

0
0
0

0 0 0
0
0
0
0
0
0
0
0

0 0 0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0

0

0

0
0
0

合計 0 0 0

　・

平成２６年度

（大学名：　　　　　　　　                                   　　　　　　）

　・

　・

　・
⑥その他（諸経費）
　・
　・

　・
④通信運搬費
　・
　・
　・
⑤光熱水料

　・
　・
　・
③会議費
　・
　・

［その他］
①外注費
　・ 
　・
　・
②印刷製本費

　・
　・
　・
　・
　・
　・

　・
　・
　・
［旅費］
  ・
　・

［人件費・謝金］
①人件費
　・
　・
　・
②謝金

　・
　・
②消耗品費
　・
　・
　・

＜平成２６年度＞　　　経　費　区　分

［物品費］
①設備備品費
　・




